


成果の概要/戴 琪 

1. 国際研究集会について 

今回報告者が参加した「第 5回ヨーロッパ依存行動および依存症会議

（Lisbon Addictions 2024）」は、2024 年 10 月 23 日から 25 日にかけてポル

トガル・リスボンで開催された。この会議は依存症に関する研究者や実務者

が集まり、最新の研究成果や実践的な知見を共有することを目的とした国際

的な集会である。発表形式は口頭、ポスター、ワークショップがあり、多様

なトピックが扱われた。特に、新型行動依存（携帯電話依存、ネット問題使

用、ゲーム依存など）に関する研究が多くの注目を集めた。 

2. 研究発表と参加の成果 

報告者は、会議の初日にポスターセッションにおいて、「Resilience and 

Sense of Coherence as Mediators in the Association between 

Problematic Mobile Phone Use and Depression」という題目で発表を行っ

た。本研究では、携帯電話依存とその関連するうつ病症状において、レジリ

エンスおよび首尾一貫感覚がどのように影響を与えるかを探った。発表で

は、82 名の被験者から得られたデータを基に、統計的解析の結果を示し、特

にレジリエンスと首尾一貫感覚が携帯電話依存からうつ病症状への媒介効果

を持つことを報告した。参加者の方々からいくつかの質問や意見をいただ

き、活発な議論が展開されました。特に、携帯電話使用のリテラシーや心理

的リソースに関する話題についての関心を感じ、研究の重要性を再確認する

機会となりました。 

また、会議ではヨーロッパとアジアにおける新型行動依存（携帯電話依

存、ゲーム依存など）の心理的メカニズムの共通点や違いについても議論さ

れました。これにより、政策面での変化や各地域でのアプローチの違いにつ

いての理解が深まり、今後の研究や実践におけるヒントを得ることができま

した。特に、ヨーロッパの研究者たちとの直接的なコミュニケーションを通

じて、異なる視点からの意見やアプローチを学ぶことができたことは、非常

に貴重な経験でした。 

海外学会参加は若手研究者にとって非常に緊張する課題ですが、実際に体

験すると、示唆に富むディスカッションと交流によって研究を続けるための

モチベーションや新たな研究の視点を得られる貴重な機会であることを再認

識しました。この経験を基に、次の研究課題の提出について考慮していると

ころです。 
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